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Abstract : Following the Great Hanshin Earthquake, the use of Geographical Information 

Systems (GIS) have spread in local government departments. Although past research on GIS 

involved the investigation of usage trends, there were few studies that analyzed GIS from the 

perspective of the evolutionary process of information systems. In this research, we consider 

the evolutionary process of GIS based on Nolan’s stage model for two local governments that 

adopted GIS. As a result, fitting the evolutionary process of GIS to Nolan’s stage model in the 

local government which from individual GIS developed in Integrated GIS, it was found that it 

is possible to make present developmental stage clear by analyzing on Nolan’s stage model. 

Moreover, we executed the investigation for two local governments that will be scheduled to 

introduce Integrated GIS in the future, and examined effective of the evolution of the GIS in 

local government. 
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１．はじめに 

国や地方自治体（以下，自治体）では，阪神・

淡路大震災を契機として，地理情報システム（以

下，GIS）が構築されてきた．総務省によれば，

共用空間データを基本地図とする統合型 GIS をす

でに導入している自治体は，都道府県で 36.2％，

市町村で 20.5％となっている（2007 年 4 月 1 日現

在）． 
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自治体における GIS の活用実態は，これまでい

くつか報告されている（例えば，田中ら（1995），

阿部ら（2000））．しかし，これまでの先行研究は，

行政情報システムとしての GIS の利用動向を中心

に行われたもので，情報システムの発展過程とい

う視点から，GIS を分析した研究事例はほとんど

ない． 

そこで，筆者らは，ノーランが提唱している情

報システムのステージ理論に基づき，GIS に対し

て先進的な取り組みを行っている２つの自治体を

事例として，GIS 発展過程の分析を試みた．また，
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図１ ノーランの発展過程モデル 

今回行った分析結果について，２つの自治体の

GIS 担当者と民間コンサルタントを対象とした評

価を実施し，GIS 発展過程分析の有用性や課題に

ついて考察した． 

 

２．ノーランのステージ理論 

情報システムの発展過程モデルとして，ノーラ

ンのステージ理論がよく知られている（Nolan, 

1973）．このステージ理論は，当初，４つの段階に

整理されていたが，データベース管理などの技術

発展に伴い，２つの段階が加えられ，最終的には

修正６段階発展モデルとして，現在に至っている

（Nolan, 1979）． 

この６つの段階と各ステージを説明する成長変

数を図１に示す．各ステージは，第 1 段階：創始

期（開始），第 2 段階：波及期（拡張），第 3 段階：

統制期，第 4 段階：統合期，第 5 段階：データ管

理期，第 6 段階：成熟期で構成されている．また，

成長変数は４項目あり，（1）適用業務ポートフォ

リオ，（2）資源（技術と人），（3）マネジメント（組

織化，計画，統制），（4）ユーザの意識となってい

る．この６段階発展モデルに対して，その組織の

情報システムを当てはめることにより，どの発展

段階に位置しているかを把握することができ，課

題の解決や失敗の予防に繋がるとされている（島

田・高原，2001）． 

 

３．GIS の発展過程分析 

ノーランのステージ理論は，情報システムの発

展過程のうち，個別データ管理から組織によるデ

ータ統合へ移行する過程に分析の力点が置かれて

いる．自治体の GIS をこの視点で捉えると，先進

的に GIS を導入してきた自治体では，個別 GIS か

ら統合型 GIS へと展開してきていることから，自

治体 GIS の発展過程に当てはまる場合が多いと考

えられる．そこで，盛岡市と S 市の２つの自治体

を事例として，それぞれの GIS 発展過程を分析し

た． 

 

３．１ 盛岡市における GIS 発展過程分析 
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図２ 盛岡市の GIS 発展過程分析 

筆者らのひとりが所属する盛岡市を事例として

GIS の発展過程分析を行った（深田・阿部，2008）．

盛岡市は，人口約 30 万人の中核市で，東北地方で

は先進的に統合型 GIS に取り組んできた自治体で

ある．盛岡市における GIS 発展過程の分析結果を

図２に示す． 

盛岡市の GIS 発展過程を分析した結果を述べる．

盛岡市の GIS 発展過程をステージ理論に当てはめ

ると，個別 GIS の導入・拡張期が行財政改革とい

う統制により統合型 GIS へと発展していく過程を

的確に説明できることがわかった．現在，盛岡市

は，共用空間データを一括管理しており，これが

段階Ⅴのデータ管理に合致すると考えられる． 

 盛岡市における統合型 GIS では，このユビキタ

ス環境に対応するシステム構築を立案する段階に

は至っていない．筆者らは，このユビキタスコン

ピューティングを含む高度空間情報社会への対応

が必要となる段階をステージ理論における段階Ⅵ

（成熟期）と捉えている．現在の盛岡市統合型 GIS

は，段階Ⅵのレベルに至っていないのは明らかで，

今後，高度空間情報社会の到来に備えたシステム

更新を検討していく必要があると考えている． 

 

３．２ S 市における GIS 発展過程分析 

 盛岡市と人口が同程度な中規模自治体である S

市を対象として，盛岡市と同様な GIS 発展過程分

析を行った（深田・阿部，2007）．S 市は人口約

20 万人の国際観光都市で，東海地方で GIS の活用

を積極的に進めている自治体と言われている． 

S 市の GIS 発展過程を分析した結果を述べる．S

市の GIS 発展過程は，盛岡市と同様，初期段階で

は，個別 GIS の導入・拡張を進めてきたが，行財

政改革の必要性から，全庁で共用する都市計画図

を用いた全庁型 GIS へと発展していった．現在の

GIS 発展段階は，段階Ⅳの統合期に位置している．

2008 年度は，県と基本地図の共有化を進める方向

にあり，段階Ⅴのデータ管理期への移行期にある

と言える． 

 S 市では，全庁型 GIS を導入後，ある部署で GIS

を頻繁に使っていたユーザが人事異動に伴って別



の部署に配置換えになると，そのユーザが異動先

で GIS を積極的に利用する傾向が顕著に見られる．

これにより，GIS の利用が広がり，各主題レイヤ

ーデータの二重入力を防ぐ効果を生んでいること

がわかった．  

 

４．考 察 

４．１ GIS 発展過程分析の意義 

筆者らは，GIS 発展過程を分析した意義は２つ

あると考えている．ひとつは，すでに GIS を導入

している自治体にとって，その自治体自身の導入

済み GIS が情報システムの発展過程において，ど

の段階にあるかがわかり，その段階における課題

を明確にすることができる点である．もうひとつ

は，これから GIS を導入する計画がある自治体に

とって，導入済み GIS の発展段階を明らかにする

ことにより，それを踏まえて，長期的な視点に立

ったシステム整備計画の立案を行うことができる

点である． 

 

４．２ GIS 発展過程分析の有用性 

筆者らが想定しているこれらの意義を裏付ける

ことを目的に，S 市と H 市及び民間コンサルタン

トを対象として，GIS 発展過程分析の有用性につ

いて，それぞれの立場から意見を伺った． 

 

４．２．１ S 市に対する調査と結果 

3.2 節で分析対象とした S 市を対象として，GIS

を担当している市政情報課の職員に対し，電話に

よるインタビュー調査を実施した．インタビュー

実施日は，2008 年 8 月 21 日である． 

 S 市はすでに全庁型 GIS を導入済みであること

から，インタビュー対象の担当者には，S 市の GIS

発展過程がすでに段階Ⅳの統合期にあるという分

析結果を事前に示し，このような分析を行うこと

に有用性があるかどうかという観点から意見を頂

いた． 

 インタビューで頂いた意見は次の３点にまとめ

られる．肯定的な意見を頂いたが，現在の成長係

数だけでは不十分であるという指摘も頂いた． 

（１）GIS 発展過程の分析について 

 個別 GIS から全庁型 GIS へ発展していく経過が

明確にわかり，良いと思う．他市町村の場合でも，

この発展過程に当てはめることで，現在の段階が

明確になる． 

（２）分析ケースの量について 

 他市町村の担当者とすれば，発展過程を分析し

たケースが多くあったほうが参考になると思う．

多くの事例があれば，その中から自身の市町村に

当てはまるケースを見つけることができ，そのケ

ースの発展段階における課題等を明確にすること

ができる． 

（３）他の成長係数について 

 費用に関するデータがあると良いと思う．概算

でも費用について情報があったほうがより参考に

なる． 

 

４．２．２ H 市に対する調査と結果 

H 市は人口約 3 万人で，観光と農林業が基幹産

業の小規模自治体である．H 市に対しては，筆者

らが対面でのヒヤリング調査を行った．ヒヤリン

グ対象は，総合政策課で GIS を担当している情報

企画係の係長，ヒヤリング実施日は，2008 年 7 月

29 日である． 

 H 市は，2007 年度に税務課を対象とした地番図

ベースの個別 GIS を導入している．今後，道路台

帳図を基にした共用空間データベースを構築し，

全庁向けの統合型 GIS の導入を計画している．そ

こで，H 市の担当者には，今後統合型 GIS を導入

する自治体の立場から，GIS 発展過程分析を行う

ことに対して，どのような有用性があるかという

視点で意見を伺うこととした． 

 ヒヤリングの結果は，次の３点にまとめられる．

全体的に肯定的な意見やコメントを頂くことがで

き，今後の計画立案や組織体制を整える場合の参

考になる可能性があると考えられる． 



（１）GIS 発展過程の分析について 

 今後統合型 GIS を導入していく予定の当市にと

って，GIS 発展過程分析は指標になり，有用であ

ると感じる． 

（２）マネジメントという成長係数について 

 発展過程の分析により，他の自治体における導

入過程を詳細に知ることができ，今後庁内に展開

する際に必要とする計画や組織作りの参考になる． 

（３）ユーザの意識という成長係数について 

 庁内の上層部や GIS ユーザに対する説明に利用

することができ，統合型 GIS の有効性を明確に伝

えることができる．これにより，ユーザの意識に

変化をもたらす可能性がある． 

 

４．２．３ 民間コンサルタントに対する 

      意見聴取 

 GIS 発展過程分析における有用性の議論を深め

るため，GIS に関するコンサルティング業務の経

験者に意見を伺った．これまで複数の自治体を対

象として GIS の導入計画やシステム構築に関する

コンサルティング経験をもつ立場から，本研究に

おける GIS 発展過程分析にどのような有用性があ

るかどうかという点などについて議論した． 

 この議論から得られたコメントを以下にまとめ

る．頂いた意見としては，大きく 3 点であり，GIS

発展過程分析自体については，おおむね肯定的な

議論となった． 

（１）GIS 発展過程の分析について 

ノーランのステージ理論を GIS の発展過程に当

てはめて分析することについて，違和感はない．

個別 GIS の導入から全庁型 GIS や統合型 GIS と呼

ばれるような全庁で共用する基本地図を用いる

GIS に移行してきた自治体では，おおよそ同様の

発展過程となっていると考えられる．また，自治

体の規模（組織，財政）によっては，発展過程に

多少の差異が生じる可能性があるが，おおむね盛

岡市と同様な発展過程を経ていくと考えられる． 

しかし，大規模自治体でキーマンが不在の場合

は，組織体が大きく関係部署が多くなるため，導

入のための議論がまとまらず，段階Ⅳの統合期へ

の移行が進展しないケースが考えられる．また，

財政面の課題を抱えている小規模自治体では，統

合型 GIS に発展すること自体が困難である場合が

考えられる． 

（２）分析することの意義について 

 GIS の発展過程を分析し，図に整理することに

よって，自治体内部で議論を喚起できる可能性が

ある．自治体によっては，段階Ⅱまで進んでも，

統合型 GIS の導入を統括する組織が構成されず，

段階が進展しない場合がある．そのようなケース

では，他自治体 GIS の分析結果が議論の進展に対

して有効に働く可能性があると考えられる． 

（３）ユーザの意識という成長係数について 

全庁型 GIS や統合型 GIS と呼ばれる共用地図を

ベースとした GIS を導入した自治体のユーザでも，

基本地図データの共用という意識は少なく，コス

ト意識はそれほど高くないのではないかと感じる． 

 

５．GIS 発展過程分析の課題 

GIS 発展過程分析の有用性を議論することより，

本分析に関する課題も明確になった．本研究にお

ける今後の課題は，以下の 3 点にまとめられる． 

 

５．１ 多くの分析事例の必要性 

 S 市の担当者から指摘があったように，できる

だけ多くの GIS 発展過程を分析することが必要で

ある．現時点では，２つの自治体 GIS について，

その発展過程を分析したが，他の自治体 GIS のケ

ースでは，６つの各段階を説明する成長変数の内

容は，隣り合った段階のどちらに属するかが明確

でないケースや２つの段階にまたがって属するケ

ースなど，各段階に対してまさに当てはまるとは

限らない場合も考えられる． 

多くの事例を調査することで，各発展段階が進

展していく詳細な状況やその変化をもたらす背景

を分析し，考察を深めていく必要がある． 



５．２ 新たな成長変数の必要性 

現在，分析に用いている成長変数は，行政施策

を反映できる成長変数がなく，行政情報システム

としての GIS 特有の発展段階を捉えることができ

ない可能性がある． 

自治体の行政施策は，国の政策を受けて，業務

が変化することが多く，それに伴い情報システム

の改修が発生する．統合型 GIS についても，自治

体内部から自発的に導入が進んでいるというより，

総務省が提唱し推進してきたことから普及してき

たという面もある． 

現在の４つの成長変数では，このような組織に

対する外的要因を反映できない場合があると考え

られ，GIS のような行政情報システムの発展過程

を分析する場合は，自治体外部との関係性を反映

できる成長変数を新たに設定する必要があろう． 

 

５．３ 費用分析の必要性 

S 市の担当者から指摘されたとおり，本研究で

は，GIS 発展過程に対する費用について議論して

いない．各自治体の GIS 担当者としては，GIS の

発展に伴い，費用がどのように変化するかに関心

があるのは当然であろう． 

今後，他の自治体 GIS に関する調査では，発展

過程とともに，費用の推移に関する調査も重要と

なると考えられる．また，本研究の枠組みに費用

対効果の視点を加味し，GIS 導入の費用対効果を

適切に評価できる指標を検討する必要性もあろう． 

 

６．まとめ 

 本研究では，２つの自治体における GIS を事例

として，ノーランのステージ理論に基づく GIS 発

展過程分析を試みた．その結果，GIS の発展過程

を分析することで，その自治体 GIS の現在の発展

段階を明示し，課題を明確することができる可能

性があることがわかった． 

また，GIS 発展過程分析の有用性について，２

つの自治体における GIS 担当者と民間コンサルタ

ントから意見を聴取し，考察を行った．その結果，

筆者らが想定している GIS 発展過程分析の意義を

ある程度裏付けることができた．このことから，

統合型 GIS の導入を予定している自治体にとって，

GIS 発展過程分析には一定の有用性があると考え

られる． 

 今後は，GIS の発展過程における段階Ⅱからス

テージが進展しない自治体など，複数の自治体を

さらに調査し，発展段階が進まない要因について

も分析を行うことで，さらに考察を深めていきた

い． 
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